
（単位：円）

1 商工業振興事業補助金
コロナ禍における原油価格・物価高騰の影響を受けた事
業者や生活者への緊急支援を目的にプレミアム商品券を
発行。

3,500,000 3,500,000 R4.4.1 R5.3.31

町内の商店等でしか使用できない、商品券を（1枚13千円
（プレミアム率30%））を1,000枚発行し、購買力の地域外流
出防止とともに、地域内での消費喚起による地域活性化
へとつながった。

産業建設課

2 観光施設光触媒コーティング業務
不特定多数が利用する観光施設で新型コロナウイルス
感染拡大の強化を図るため、光触媒コーティングを実施。

3,381,950 3,381,000 R4.4.1 R4.9.30
道の駅や恐竜センターの食堂等、不特定多数が利用す
る施設で光触媒コーティングを実施し、感染防止対策を
行うことができた。

産業建設課

3 道の駅周辺にぎわい創出事業

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて落ち込んだ町
への来訪者の増加と周遊促進によるにぎわいを創出する
ため、道の駅から対岸までの周遊スポット「吊り橋」を整
備する。
「新しい生活様式」を見据え、新しい旅行スタイル実現の
ためにも道の駅周辺に周遊スポットを整備し、コロナ後の
にぎわい創出により産業振興の活性化を図る。

17,600,000 17,600,000 R4.4.1 R5.3.31

新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しながら、道
の駅対岸までの周遊スポット整備による、にぎわい創出
の施設設計を実施。次年度、施設整備を実施し、産業振
興の活性化を図る。

産業建設課

4
商工業振興事業補助金（経済対
策支援商品券分）

コロナ禍において物価高騰等に直面する生活者や事業
者を支援するため町内で使用できる商品券を給付。

15,726,000 15,726,000 R4.9.9 R5.3.31
全町民に1万円の商品券の給付により、町民の生活支援
が図られ、結果として町内における消費喚起に繋がり、低
迷した事業者の支援となった。

産業建設課

5 小規模事業者緊急経営支援事業
コロナ禍において、エネルギー・食料品等の物価高騰の
影響を受け企業活動に支障が生じている事業者に対して
町独自で要綱を定め事業を実施。

6,400,000 6,400,000 R4.10.1 R5.3.31
コロナ禍において、エネルー・食料品等の物価高騰の影
響を受ける多くの小規模事業者に対し、事業継続のため
の緊急的な支援ができた。

産業建設課

6
小規模事業者緊急経営支援事業
（電気等価格高騰重点支援）

コロナ禍において、エネルギー・食料品価格等の物価高
騰の影響を一層受けている事業者の電気代の負担軽減
のため、速やかに更に重点的に、Ｒ3年確定申告時の年
間電気料半額の助成事業を実施。

6,665,000 6,665,000 R4.10.1 R5.3.31
価格が高騰したエネルギーや食料品価格等の物価、電
気代の負担を軽減することで事業継続のための緊急的な
支援ができた。

産業建設課

7 木材製品加工業務事業

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、町内
で一番利用者の多い恐竜センター屋外に風通しの良い
休憩所を設置し、店内の密を避けるために屋外の飲食ス
ペースや休憩スペースとして活用し感染拡大の防止を図
る。また、休憩所の柱については、低迷した町内の基幹
産業の林業の活性化を図るため、地元材の木材製品を
活用し産業振興を図る。

4,537,500 4,096,000 R4.9.1 R5.3.31

店内での密を避けるため屋外での休憩スペースを確保し
たことで、従業員や利用者の感染拡大の防止に繋がっ
た。また、林業業の活性化のため、恐竜センターへ木材
を活用したシンボルを作成したことで、木材製品の付加価
値とＰＲに繋がった。

産業建設課

57,810,450 57,368,000 
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